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“Religion”in secondary education 






 Generally by elementary and secondary education of modern Japan, it is said that 
"religion knowledge education" is not made enough. It is clear to tackle original "religious 
education" of each school through the lesson of a religion event or "religion" in the religious 
school in Mie Prefecture as a result of investigation. Moreover, it is devising also with each 
school. But, students and teachers also have few believers in each school. Therefore, it can 
be said that "religion knowledge education" and "religion cultivation of aesthetic 
sensitivity" are used as a base more nearly rather than not a propagation attitude but a 





























































































































































































 津市にある共学の進学校。高田学苑の開校年は 1872年。1964年より中高一貫コース開設。 

















































生徒が 6 学年で約 20 名いる。神父等を志す彼らの存在は大きく、同年代で宗教と向き合う者
が身近にいることで、それまで無関心だったような生徒も宗教アレルギー無く過ごしている。 
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は、自宅近隣の教会に行って調べるレポートも課している。 
 

















































 本研究は、平成 19年度三重県私学教職員教育研究費助成を受けて行いました。 
 
脚註 
１） 教育基本法（昭和 22 年公布）の第 9 条「宗教教育」は、「宗教に対する寛容な態度及び
宗教の社会生活における地位は、教育上これを尊重しなければならない。第２項 国及び地方
公共団体が設置する学校は、特定の宗教のための宗教教育その他宗教的活動をしてはならない」
となっていた。これに対して、改正教育基本法（平成 18 年公布）の第 15 条「宗教教育」は、
「宗教に関する寛容な態度、宗教に関する一般的な教養及び宗教の社会生活における地位は、





















































催、2006 年 12 月 2 日）において、「教育現場における宗教」というタイトルで、近年の授業
などを報告した。いずれも貴重な実践例である。 
20）星川啓慈，2007，「高等学校の宗教教育と『倫理』『現代社会』の教科書」，『現代宗教 2007』，
63-83． 
21）神道系学校の事例として、10年以上前の資料となるが、大阪市の浪速高等学校が紹介され
ている（藤井満，1996，「わたしたちはこう考える④」，下村編，1996，前掲書，209-218．）。
1年次に実施し、早朝の禊が行われる伊勢修養学舎という２泊３日の修養会が注目される。 
22) 仏教系の事例は数多く報告されているが、真宗系学校の例を２つ見ておこう。１つは、京
都女子学園中学校・高等学校である。毎週１回の礼拝、独自編集の教科書、掲示伝道、文書伝
道などがなされているという（緒方正倫，2003，「いのちの不思議にめざめる」，人間教育研究
協議会編，『教育フォーラム 22 心の教育の基礎・基本』，金子書房，117-128．）。もう１つは
武蔵野女学院高等学校である。週１回の講堂朝拝や聖誕節・報恩講・悲田祭等の年間行事があ
り、週１回の宗教の授業では、信仰の領域に踏み込まずに、仏教的なものの見方・考え方を様々
な形で提示することを心がけているという（艸下秀昭，1997，「東京の仏教主義高校における
宗教教育」，國學院大學日本文化研究所編，『宗教と教育－日本の宗教教育の歴史と現状』，弘文
堂，259-279．および、艸下秀昭，1998，「宗教教育のもろ刃の効果―武蔵野女子学院の宗教教
育の試み」，国際宗教研究所編，前掲書，26-35．）。 
23）カトリック系の中学・高等学校における詳細な事例研究として、北川直利，2000，『ミッ
ション・スクールとは何か－教会と学校の間』，岩田書院．を参照。 
24）「７つの習慣」とは、アメリカのフランクリン・コヴィー社の登録商標である。世界 20ヵ
国で 1500万部以上の売り上げを記録するビジネス書（スティーブン・R・コヴィー，1998，『７
つの習慣―成功には原則があった』，キングベアー出版．）は、日本でも 100万部以上が売れた
という。アメリカではこの内容の研修が、社員教育として実施されている。これを日本の小中
高生向けに開発したのが「７つの習慣Ｊ」である。 
25）例えば、天理教・ＰＬ教団などの宗教系学校の事例は、下村編，1996，前掲書に一部紹介
されているので参照されたい。 
26）櫻井義秀，2006，『「カルト」を問い直す－信仰の自由というリスク』，中央公論新社． 
